日本聖公会京都教区　主教　高地　敬　殿
　　　　　　　　　　　　　質　問　状

主の平安を！

日頃は牧会、宣教においての献身的なご努力を深く感謝いたしております。

この度は誠に悲しい、悲劇的な事件が勃発いたし、関係者の皆様のご心労はお察しするに余りあるものと思います。今後二度とこのような不祥事が起こらないよう主教様をはじめ、みなさま方が一丸となって多方面にわたって、改革や対応策を考えておられることと思います

さて、今回の事件では高地主教は組織の最高責任者として記者会見を開かれ、被害者のみならず広く社会の皆さんに訂正と反省、謝罪をされたことは当然のこととは言え大変勇気のある立派な態度であったと高く評価いたしております。今後の問題として、この事件を風化させることなく、誤判断の原因、組織的な問題点をしっかり検証され、今後の教訓とされるように要望いたします。その意味で一番重要な誤判断のポイントは２００１年４月７日の第一回臨時常置委員会で辞表と退職決定が正式に決議されたにもかかわらず、本人の心変わりで第２回目（４月１７日）でかくも簡単に、その撤回を決議されたところに起因していると思われます。人権侵犯事項であるのにその軽さに驚いております。よって第一回目、第２回目の臨時常置委員会での決議の経緯、詳細を公開されるように申し入れます。
次の各設問にお答えください。

1． 常置委員の構成は原田司祭（長）、古賀司祭、文屋司祭、服部氏、尾松氏、菊池氏で間違いありませんか？

2． 第一回目で原田司祭の退職が正式に承認、決定されたのかどうか？

3． 原田司祭が被害者の手記を読んだのは第一回目終了後何時ごろであったのか？

4． その時の同席者は誰と誰であったのか？

5． 本人の辞表、退職受け入れと事実無根の主張の整合性をいかに問いただしたのか？

6． 第２回目の臨時常置委員会での議長は誰であったのか？
7． 辞表、退職撤回に異議を唱えたのは誰と誰か又６人の発言内容を公開してください。

8． 原田司祭の辞表撤回の理由は？　決議方法は挙手か投票なのか？

9． 決議の時原田司祭は席をはずしたのかどうか？同数の場合は主教決裁なのかどうか？

10． 臨時常置委員会は計何回開かれたのか、その日時は？

11． 武藤主教に被害者手記が手渡された日時は？

12． 原田司祭が土下座をしたのは計何回か、その場所と日時は？

13． 被害者手記の送り主に退職をさせますと伝えた日時は？

14． 手記の送り主に辞表撤回、退職撤回、復職させますと伝えた日時は？

15． 提訴までの経過は？
　以上の諸点はこの事件の不条理の鍵を握るものであり、それを明らかにすることが

今後同じような判断ミスの再発防止のため最重要事項と考えます。
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